
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年11月14日 

第２回世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会 
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午後４時00分開会 

○人権・男女共同参画課長 ただいまより、令和４年度第２回世田谷区男女共同参画・多

文化共生推進審議会を開催いたします。 

 開催に当たりまして、本日は諮問がある関係で、保坂区長より御挨拶を申し上げます。 

○区長 皆様、こんにちは。本日は、御多忙のところ、御出席いただきまして誠にありが

とうございます。世田谷区の男女共同参画及び多文化共生の施策に対して、日頃よりご協

力いただき、誠に感謝いたします。 

 さて、平成31年に世田谷区多文化共生プランが策定されてから３年半になります。この

間、区は公益財団法人せたがや文化財団内に国際事業部を新設いたしまして、情報発信の

拠点であるせたがや国際交流センターを開設し、また、多言語に対応したタブレット端末

を広げるなど、プランの基本理念である「誰もが共に参画・活躍でき、人権が尊重され、

安心・安全に暮らせる多文化共生のまち せたがや」に沿って、施策の展開に取り組んで

おります。 

 今年２月、ロシアによるウクライナ攻撃が開始され、人道危機、たくさんの方が難民と

して避難されるという状態の中で、区役所内プロジェクトチームを立ち上げて、日本に逃

れてこられるウクライナ難民の方の御家族を受け入れる準備をしてまいりました。現在十

数人に支援を行っているということでございます。この問題に端を発しまして、世田谷区

はＵＮＨＣＲ（国連難民高等弁務官事務所）が進めている難民を支える自治体ネットワー

クというグローバルキャンペーンに、世界281都市目、国内では７自治体目として賛同を

表明しました。先週８日には来日中のフィリッポ・グランディ国連難民高等弁務官より、

４自治体に御案内いただきまして、少人数で意見交換をさせていただきました。 

 難民問題に関しては、高等弁務官にもお話ししましたが、私自身、かつて国会の場で難

民認定手続がいかに針の穴を通す以上に厳しいのかという問題を取り上げました。そこか

ら考えると、今回のウクライナ難民の方の受入れに関しては随分と幅広に、積極的にやろ

うとしているということを機にして、実はアフガニスタンでも多くの方が逃れてきており

ますし、私も知り合いが多いんですけれども、ミャンマーの軍事政権から逃れてくる方々

に対して、また、シリア、長い内戦の中から多くの方が難民としてというところに、日本

の受入れとして質的な転換が必要だと考えているんだという御意見を高等弁務官にお話し

する機会もございました。こういったことの中で、自治体としてできることを意識しなが

ら取り組んでまいりたいと思います。 
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 他方で、男女共同参画に関係する取組としては世田谷区パートナーシップ宣誓の仕組み

を拡充して、パートナーシップにファミリーシップ宣誓を新たに付加いたしました。全国

で初めて渋谷区と同時にこの制度を始めてから、早くも７年になります。この仕組みが全

国に浸透しまして、９月末現在で人口カバー率55.6％、11月になって東京都も開始しまし

たから、居住人口として7900万人という大変多くの人口をカバーするに至りましたが、こ

の問題について自治体がその法律の制約の下でやれることが大分進んできている一方で、

国の議論は残念ながら停滞しているということがございます。区においては、この７年で

206組のパートナーシップ宣誓がなされております。 

 また、昨年開催された東京オリンピック・パラリンピックでは、ダイバーシティ、ある

いはグローバルスタンダードということが繰り返し言われましたけれども、日本のこれま

での人権水準で言うと多々問題があったし、今もまだたくさんあると思っています。区で

取り組んでいることの中にも改めなければならないことがあることをしっかり受け止めな

がら、今日、委員の皆さんの議論に諮問という形で委ねていきたいと思っております。 

 どうかよろしくお願いいたします。 

○人権・男女共同参画課長 次に、本日の審議会について確認及び御案内をいたします。 

 会議開催に際しまして、３点ほどお知らせがございます。１点目、この審議会は、傍聴

を認め、公開で行います。２点目、本審議会での議事について、議事録や当日の資料等を

区のホームページ等で公開いたします。３点目、そのため速記事業者が入り、録音いたし

ます。また、内部の記録用として写真の撮影もいたします。以上の３点につきまして御了

承くださいますようお願いいたします。 

 本会は過半数の出席で成立いたします。本日、全委員15名中11名御出席いただいており

ますので、会議は成立しております。 

 なお、本来でしたら、事務局で片桐生活文化政策部長も出席させていただく予定ではご

ざいましたけれども、緊急の事態がございまして、本日欠席させていただいております。 

 次に、事前にお送りいたしました資料の確認をさせていただきます。 

 まず、次第がございまして、資料１－１、（仮称）「世田谷区第二次多文化共生プラン」

の策定にあたっての考え方について（諮問）（写）です。資料１－２「（仮称）世田谷区第

二次多文化共生プラン」の策定について、資料２、男女共同参画推進事業に関するご意

見・課題等、資料３、世田谷区パートナーシップ宣誓制度の見直しについて、資料４、パ

ートナーシップ・ファミリーシップ宣誓ご利用ガイド、資料５、世田谷区パートナーシッ
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プ宣誓制度改正周知用ポストカード、資料６、世田谷区立男女共同参画センターらぷらす

運営プロポーザル実施要領、資料７、犯罪被害者等支援検討委員会の設置について。 

 チラシといたしまして、今年度の男女共同参画先進事業者表彰受賞事業者紹介のパンフ

レットでございます。もう１点、らぷらすが11月26日、27日、キャロットタワー26階「ス

カイキャロット」（三軒茶屋）で開催する起業ミニメッセ in 三茶のチラシになります。

足りない方はいらっしゃいますでしょうか。 

 それではまず、議事に入る前に、審議会に対しまして諮問をさせていただきます。当審

議会は、条例第10条第２項に、区長の諮問に応じ、(1)行動計画に関すること、(2)そのほ

か、男女共同参画・多文化共生施策の推進に関し、区長が必要と認める事項を調査審議す

ると規定されております。この規定に基づきまして、区長から諮問事項を提示させていた

だきます。 

 それでは、保坂区長、よろしくお願いします。 

○区長 それでは、読み上げさせていただきます。 

 

諮 問 第 ３ 号 

令和４年11月14日 

世田谷区 

男女共同参画・多文化共生推進審議会会長 

江原 由美子 様 

 

世田谷区長 保坂 展人 

 

世田谷区男女共同参画及び多文化共生施策について（諮問） 

 

 世田谷区多様性を認め合い男女共同参画と多文化共生を推進する条

例第９条に基づき、下記の事項を諮問します。 

 

記 

 

１ 「（仮称）世田谷区第二次多文化共生プラン」の策定の考え方に
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ついて 

 

（諮問理由） 

 世田谷区は、平成30年４月１日に、「世田谷区多様性を認め合い男

女共同参画と多文化共生を推進する条例」を制定し、同条例第９条に

基づく行動計画である「世田谷区多文化共生プラン」（平成31年度～

令和５年度）に基づき、多文化共生社会の実現に向けた取組みを進め

ています。 

 この間、国では「出入国管理及び難民認定法」の改正法の施行をは

じめ、「日本語教育の推進に関する法律」の施行、「地域における多文

化共生推進プラン」の改訂など、外国人との共生社会の実現に向けた

環境整備が進められました。一方で、新型コロナウイルス感染症の影

響により、感染が拡大している国・地域間の出入国制限が行われ、帰

国困難者や失業等による困窮者が増加するなど、多文化共生を取り巻

く社会経済情勢は、大きな変化を遂げてまいりました。 

 こうした中で、現在の「世田谷区多文化共生プラン」が令和５年度

末をもって終了することから、この度、令和６年度からの４年間の計

画として、「（仮称）世田谷区第二次多文化共生プラン」を策定するこ

とといたしました。 

 条例が目指している、全ての人が多様性を認め合い、人権が尊重さ

れ、尊厳をもって生きることのできる社会の実現にあたり、「（仮称）

世田谷区第二次多文化共生プラン」の策定の考え方について諮問しま

す。 

 

〔諮問文を会長に手渡す〕 

○区長 では、よろしくお願いいたします。 

○人権・男女共同参画課長 それでは、これより議事に入りたいと思います。進行は会長

にお願いしたいと思います。 

 会長、よろしくお願いします。 

○会長 ただいま区長から諮問をお受けいたしました。皆様と一緒にしっかりと検討して
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いきたいと思います。 

 それでは、計画策定について事務局から補足説明などございますでしょうか。 

○文化・国際課長 それでは、私から補足説明をさせていただきます。 

 お手元の資料１－２を御覧ください。「（仮称）世田谷区第二次多文化共生プラン」の策

定についてです。 

 主旨は区長の諮問のとおりでございます。 

 ２の策定方針から御説明いたします。２の策定方針ですが、(1)他の関連計画・分野別

計画との整合性では、国及び国の関連計画、分野別計画を記載しております。これら①か

ら⑤に記載の計画との整合性を図りながら策定を進めてまいります。 

 (2)では策定・検討にあたっての考え方を示しております。日本語支援の拡充について

は「日本語教育の推進に関する法律」及び「日本語教育の推進に関する施策を総合的かつ

効果的に推進するための基本的な方針」を踏まえた検討といたします。また、この後の多

文化共生推進部会で報告いたします「世田谷区における外国人区民の意識・実態調査」及

び「ヒアリング調査」を計画策定の基礎資料といたします。併せまして、数値目標に関し

ましては、現行の「世田谷区多文化共生プラン」策定以降の状況を踏まえ、より効果的な

数値目標を再設定してまいります。 

 次に３、検討体制です。(1)について、世田谷区男女共同参画・多文化共生推進審議会

では、区長からの諮問に対し、審議し、考え方をまとめ答申していただきます。審議会に

向けた具体的な検討については、多文化共生推進部会で行います。 

 (2)庁内での検討体制です。部長級で構成する世田谷区国際化推進委員会、関係所管の

課長級で構成する世田谷区国際化推進協議会という２つの会議体がございますので、関係

所管の係長と調整した内容をそれぞれの会議体で報告し、区としての考え方をまとめてい

きます。また、せたがや国際交流センターとも適宜連携しながら進めてまいります。 

 裏面を御覧ください。ただいま説明した検討体制を図でお示ししております。こちらも

参照ください。 

 最後に４、第二次プランの策定スケジュール（予定）です。本日の審議会・多文化部会

での審議の後、第３回以降の多文化部会で具体的な検討に入ります。その後、令和５年９

月に第二次プラン素案の公表及び区民意見募集を行います。11月に本審議会から区長へ答

申をいただく予定です。令和６年２月、第二次プラン（案）及び素案への区民意見に対す

る区の考え方の公表を行い、３月に「（仮称）世田谷区第二次多文化共生プラン」策定と
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いうスケジュールを考えております。この間の細かなスケジュールに関しましては、この

後の多文化部会で説明をさせていただきます。 

 説明は以上です。 

○会長 ただいまの説明につきまして、御意見とか御質問はありませんでしょうか。あり

ましたらお願いいたします。特にスケジュールその他などございましたらお願いいたしま

す。 

 特にないということでよろしいでしょうか。 

 それでは、次の議事に移らせていただきます。(2)から(5)までは報告事項です。 

 議事の(2)男女共同参画推進事業に関する最近の動きについて御報告願います。 

○人権・男女共同参画課長 まず(2)男女共同参画推進事業に関する最近の動きについて

は、実際に事業を進めている中で、区民の方、団体の方、議会等々から、特に最近課題と

して御意見をお寄せいただくことが多く、これに関してどのように取り組んでいくか、

今、課題感を持って取り組んでいるところではあるんですが、そのあたりについて事務局

から御説明させていただきたいと思います。 

○事務局 では、資料２に基づいて報告いたします。 

 世田谷区では世田谷区第二次男女共同参画プラン後期計画を策定し、男女共同参画推進

に向けて様々な施策を展開しております。今課長からも申し上げましたとおり、これまで

事業を実施していく中でいろいろな課題が見えてきたり、また、様々な御意見をいただい

ておりますので、今回、男女共同参画推進事業に関する最近の動きとして皆様に御報告い

たします。 

 資料２では、そのいただいた御意見、課題について、それぞれ私どものほうで課題とし

て認識していることですとか、検討を考えている点について分類分けをしてまとめており

ます。大きく分けまして６項目あります。 

 まず１つ目は、女性の就労に関してです。男女プラン後期計画の中では、基本目標１、

課題３、女性のキャリア形成と多様な働き方の支援として該当する分類になります。コロ

ナ禍で就労及び生活面で一層困難を抱えることになった非正規雇用やシングルの女性が増

えているという状況も踏まえまして、女性への支援の具体的な取り組み、また、区民への

情報発信の工夫、男性の男女共同参画への意識向上に向けた取り組みの拡充が課題となっ

ております。男女共同参画センターらぷらすでも、ライフステージに応じた女性のための

就労支援相談や、女性のための悩みごと・ＤＶ相談を強化しているところですが、経済産
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業部とも連携し、多様なニーズに合わせた支援を検討していきたいと考えています。 

 情報発信については、悩み事に応じた相談窓口や制度を体系的に集約して、区のホーム

ページやらぷらすでも情報発信を行うなど、区民への案内手法を検討していきたいと考え

ています。 

 男性を対象にした取組については、らぷらすでは父子を対象にした料理教室の実施を予

定していますが、今後も男性向けの家事育児、介護、地域活動等への参画支援に関する講

座等を充実させて、ホームページ、ＳＮＳでも周知啓発を強化したり、また、ここでも経

済産業部と連携し、区内事業者への働きかけを検討するなど、男性の男女共同参画への意

識向上に向けた取り組みを拡充していきたいと思っております。 

 ２点目はＤＶ相談に関してです。男性のための相談窓口として、らぷらすでは男性電話

相談を実施しており、令和４年６月から実施回数を月４回に増やしています。また、24時

間対応で内閣府のＤＶ相談＋（プラス）ですとか、よりそいホットラインといった相談窓

口もあるため、こうした窓口の周知、広報を強化していきたいと考えています。 

 ３点目は性教育に関してです。令和４年10月に性犯罪被害者への支援と性犯罪防止の充

実を求める陳情が出され、また、世田谷区議会でも刑法の性犯罪規定の見直しに関する意

見書が出されました。性犯罪、性被害につきましては、この後、報告する犯罪被害者等支

援検討委員会でも検討される予定でいます。リプロダクティブ・ヘルス/ライツの周知啓

発につきましては、人権教育として幼少期からの取組が重要だと考えており、保健福祉、

教育の関係所管との連携が必要になっております。何をどのように周知していくのが効果

的かというところについては、関係所管とも連携しながら検討を深めていきたいと考えて

います。 

 ４点目は、性的マイノリティ等多様な性についてです。以前、男女共同参画推進部会で

も協議していただきましたパートナーシップ宣誓制度については、冒頭、区長の挨拶にも

ございましたが、11月１日に改正を行いました。制度の詳細については後ほどの項目で御

説明いたします。また、これに関連して、パートナーの方々が利用できる行政サービス等

についてまとめたものを区のホームページで情報提供しております。また、東京都が11月

からパートナーシップ宣誓制度を開始しましたが、東京都との連携、不動産業界や医療機

関等に対する理解促進の働きかけといったところも、より一層重要になると考えていま

す。またあわせて、幼少期からの教育・情報提供も課題の一つだと考えておりまして、現

在周知啓発のためにリーフレットを作成していますが、小学校の低学年向けには難しいと
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いうようなお声もいただいています。子どもに対しても理解しやすく、また、手に取りや

すい手法での情報発信の検討が必要だと考えています。 

 ５点目は、男女共同参画（男女共同参画センターらぷらす）についてです。男女プラン

後期計画の中でも、男女共同参画センターらぷらすについては、区民、団体、地域の支援

者などと一体になって男女共同参画を推進できるよう、地域に開かれたらぷらすとしての

取組が必要としています。これまでにも、男女共同参画を担う地域人材の育成、取組の充

実が必要といったような御意見もいただいていることから、地域の方々が主体的に交流し

たり、活動できる場所を充実し、らぷらすの中でもらぷらす運営協議会といった会議体を

設けて、そこでの議論も重ねながら検討を進めていきたいと考えています。 

 ６点目、最後は苦情処理委員会についてです。第１回審議会の中で、こちらの委員会の

苦情の申立て等の処理状況について御報告しました。相談件数の少なさや周知不足に課題

があると認識しています。また、苦情処理委員会という名称については、申立てを考えて

いる区民からすると少し不快感を持たれる方もいらっしゃるかなとも考えています。ま

た、今後、申立てのプロセス、名称の在り方等、区民の方がより利用しやすい制度になる

よう、審議会、苦情処理委員会の委員の皆さんの意見も聴きながら検討していきたいと考

えています。 

 事務局からの説明は以上です。 

○会長 男女共同参画推進事業に関する最近の動きの中で、特に課題だと思われるような

ことをまとめていただきました。どれも大変重要なことを含んでいると思いますが、まず

御質問からお受けしましょうか。もう少しここの情報が欲しいとか、どのようなことでこ

れが課題になっているのかとか、ございますでしょうか。どなたでも結構なんですが、お

手を挙げていただければと思います。 

○委員 ６番目の苦情処理委員会の名称の在り方の見直しが出ていましたが、他の自治体

の例というのはどんな例があるか、もし分かっていればお知らせください。 

○人権・男女共同参画課長 全く同じような委員会というのがほかの自治体の中ではあま

り見られないんですけれども、人権に根づいている、対応するような委員会という部分で

言うと、救済検討委員会とか、自分の申立てが苦情だと捉えられないような名称を使われ

ているようなケースは幾つかございます。 

○委員 そうすると、「苦情」というのがネガティブなニュアンスがあるかもしれないと

いうことでしょうか。 
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○人権・男女共同参画課長 おっしゃるとおりです。そういった部分も、お申立てをいた

だくという部分でハードルになっているのではないかというところに考えが至りまして、

そのあたりの苦情というワードを変えていくほうが望ましいのではないかというような検

討を進めていきたいというところです。 

○会長 名前を変えることによって申出が増えると考えられるか、あるいはもっと周知の

仕方を変えるとか、苦情の相談件数が少ないのをどうやったら……。もちろん一番いいの

は全く問題のない社会だから、苦情なんか起きようがない世田谷区だから問題がないんだ

よと思えればいいんですが、そんなことはないだろうと最初から思っていますので、そう

ではないとすると、申し立てにくい、相談に来にくい要因があるんだろうと考えます。そ

うすると、どうしたらいいだろうかということの一つとして、名前を変える、考えること

も検討していらっしゃるということなんですけれども、何かございますか。 

○委員 そうすると、ネーミングを区民から募集するとか、そういうことをお考えでしょ

うか。 

○人権・男女共同参画課長 具体的にどのように検討を進めていくか、部の中で議論して

いるところでして、当然民意を反映させていくことは非常に大事だなというところはあり

ます。その中で必ずやっていきたいなと思っているのは、この審議会で御意見をいただき

たいなとは話し合っているところです。今の名前、ネーミングの話だけではなくて、やっ

ぱりいろいろ議論しなければいけない部分で、公平性とか、透明性とか、そういうところ

がもっと見えやすく、見える化していくことというのは、より多くのお声をいただくとこ

ろにつながってくるのではないかというところもありまして、そのあたり運営の仕組みの

部分につきましても検討して、皆さんの意見とか、どのように地域の方々の御意見を聞い

ていくのかというところも、これから検討させていただきたいなと考えています。 

○委員 区民の立場からすると、苦情処理委員会自体、知らなかったことが多いので、例

えばネーミングを募集するとかすると、区民が、ああ、こういう委員会があるんだとか、

こういうネーミングがいいなと参画してくれるのではないかなという気がします。 

○会長 苦情に行く前に、疑問がありますものね。こういうことをされたんだけれども、

いいのみたいな。相談なんですけれども、相談とか、そういうことをやっていくときに、

最初から苦情だと思えるかどうかというところ。大学のハラスメント相談室なんかも本当

に苦労するところなんですけれども、あるところから申立てというふうになってくるんで

すが、するか、しないかまでの間に結構相談があるんですよ。まず、自分がどういう状態
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で、何をされたのか、あるいはこれはいいことなのか、しようがないと我慢すべきことな

のか、そうではないのかみたいなことをみんなすごい悩むんですよ。そこの間、みんな来

ていいんだよ、相談に来れるよ、別に苦情でなくても来てもいいよというような雰囲気で

ないと、まず来ないんです。その辺がネーミングということなんですかね。あるいは、実

際の事例を知らないと私たち議論できないので、どのように周知がされているのか、例え

ばこういう場合とか、こういう場合とか、もちろんプライバシーは絶対侵害しないけれど

も、ある程度類型化したことは受け付けていますよみたいなことが例示にあれば、割と、

ああ、私もこれに当てはまるかなとか、僕の経験はこれかなとか言ってくるかもしれない

ところがあって、そのあたりの実際の広報の資料とかを見てみるというのも非常に大事で

すよね。その辺はかなり苦労しないと相談にはあまり来ないので。だから、ひどい大学は

そういうつっけんどんな制度をつくっておいて、うちの大学はセクハラとかパワハラは一

件もありませんと言って威張っているんですよ。それがいいとはとても思えませんけれど

も、その傾向が強いということがあるので、上手な広報と誰でも受けられますよという雰

囲気ですね。 

 今、苦情処理委員会の広報をどうやって広げるかということに焦点を当てていました

が、ほかのところはいかがですか。 

○委員 昔、携わった事業の中で中小企業庁の中小企業施策の中で倒産防止相談室という

のがありました。各商工会議所に設置されているわけなんですが、看板が倒産防止相談室

になりますと、企業さんはなかなか入りづらいんです。そういうところを第三者に見られ

たら、あの企業はちょっと危ないのではないのと見られることもあったりして、やはりネ

ーミングというのは非常に大事で、ましてや苦情処理ということになると、あの人はクレ

ーマーっぽいよねという見方をされることもあるので、ぜひこの辺のネーミングは、もう

ちょっと柔らかい感じ、本当に誰でも入っていけるようなものがいいのではないかなと思

いました。ありがとうございます。 

○会長 今の御意見、皆様、御賛同いただけますよね。なるべく誰でも入りやすいと。私

も結構いろいろな人の相談を受けるんですけれども、大抵の場合、取りあえずセクハラで

はないと思うんですけれどもというところから入るんですよ。セクハラとは言えないと思

うんですが、どうでしょうかとか、これはＤＶではないと思うんですけれども、どうでし

ょうかとか、そこまでは言えないとは自分でも思っているんですが、とても心配でとか、

不安でとか、不快でとか、私の受け止め方がおかしいんでしょうかねみたいなところから
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取りあえず来るんですよ。だから、そういう方でも来やすい。 

 いろいろな相談を抱えている方というのは、抗議する意識満々みたいな人よりは、そう

ではない方、自分に対する疑問を持っていらっしゃる方のほうが多いです。その方々に、

苦情でなくてもいいんですよ、どうぞ御相談にいらしてくださいということが伝わるよう

な相談になればいいなと思います。 

 前に私、横浜市の例で話したのは、女性相談一般から回ってくると言っていましたけれ

ども、そういうものを狙っているのではないかと思うんです。横浜市の苦情処理委員会は

全ての相談を母体にして、その中で恐らくこれは苦情処理委員会に回したほうがいいとい

うものを本人との相談の上で回していくんですよ。あなたの事案はこういう問題で、実は

相手方はこういうところで恐らく問題のある行動をしていると。それを部局に渡して、相

手方との間で交渉を開始するとか、調査を開始するとかしたほうがいいですよみたいなこ

とで本人が了解すると上がってくるんですね。かなり件数が多かったんですよ。来るとき

は女性の一般相談ということで来ていたんですけれども、女性でなくても、男女の一般相

談でもいいんですが、恐らくそのような狙いだったのではないかなと思います。話がそれ

てすみません。 

 性教育のところで、なぜ性教育と性犯罪が一緒になっているのかなと。まとめ方のこと

を問題にしてはいけないんですけれども、性犯罪の話と性教育は別ではないでしょうかと

思ったりしますが、性教育は、犯罪と関わりなく、よい人生を送るために不可欠の教育だ

と思います。別に犯罪から逃れるためだけの教育ではございませんので、犯罪に遭わない

方も必要な意味のある教育だと思います。 

 男性のための相談窓口というのは、皆様はこれで十分だと思っていらっしゃるのでしょ

うか。その辺は私もよく分からないでいるんですが、今まで学会に行っていたものですか

ら、頭がそちらになっているんですが、今、日本社会学会の会長さんは男性学の権威なん

ですよ。日本で一番有名な伊藤公雄さんという人なんですが、彼が日本の男性について言

っていましたけれども、今の男性たちは全体に剝奪感を持っていると。相対的剝奪感とか

と社会学では言ったりするんですが、誰も剝奪していないのに、ポストが減ったり、日本

経済が駄目になったりすることによって、自分の未来や出世していく可能性を奪われてい

るような感じ。また、女性が社会進出したりしていて、自分の位置が相対的に落ちている

ような強い剝奪感を感じていて、それがネットとかのすごい反発みたいなものを引き起こ

していると言っていました。そういう現状認識をしていらっしゃいました。これは先進国
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に共通で、トランプ現象なんかもそれでかなり説明できる。だから、反女性とか、反フェ

ミニズムとか、反ＬＧＢＴＱとかはそこからばんばん出てくるということらしいんです

ね。そういう意味では、男性に対する支援策とか、相談とかは大変重要なポイントになっ

てくると思います。その辺のところをどのようにしたら―分からない。剝奪感そのもの

が女性によって引き起こされているわけでも何でもないです。そうではないんだけれど

も、今の先進国の男性は非常に強い剝奪感を抱えて生きているというような認識をされて

いました。 

○委員 韓国もそうです。女性家族部を廃止……。 

○会長 韓国でも女性家族部を廃止とか、フェミニズムに反対する若者たちの集まりと

か、ネットでの動きとかが相当あると言っていて、韓国は日本に比べて女性政策をすごく

進めてやったんです。日本よりもしっかり制度的な変革みたいなことを狙った、意識変革

も狙った政策をかなり打ちましたが、男性だけに兵役があることをある種きっかけとし

て、若い男性たちの不満がたまり、非常に強い反発が起きたと言われています。実際そう

みたいです。韓国の女性たちに聞きますと相当強い反発があると。どうなるか、分からな

い。今度の方、尹氏は廃止するほうですから、それを何とか阻止しようというふうに女性

たちは動いたようですが、女性家族部は廃止されるという話になっています。男女共同参

画施策に関しては、常にアファーマティブアクションに関して非常に反発してきますね。

何か私だけしゃべっていますね。ごめんなさい。 

 １つだけ、今の情報をやると、日本はアジア６か国のテレビＣＭの中で女性社長と女性

の働いている姿が出ている比率が飛び抜けて高いんですって。現実と全然違う。日本のＣ

Ｍはすごいらしいですね。ちゃんと調べてみると、男性の働いている姿は全然出なくて、

女性が働いている姿ばかり出る。メディアが意識的にそうやっているらしいんですけれど

も、現実と違いますね。そういうのを見ると、男性たちはそれが現実だと取り違えて、か

えって反発するのではないか。現実はそんなことはないですからね、全く違う。というこ

とで、意識啓発のためにそういうものを打ったとしても、それが効果的にうまくいくかど

うかは、私は分からないなと思いながら伺っていました。現実とＣＭがいかに違うかとい

う話を聞かせていただきました。そんな話ばかりしていて、すみません。 

○委員 後ほどファミリーシップの御説明もある中で、先んじて恐縮なんですけれども、

まずはファミリーシップの件、本当にありがとうございます。すばらしいなと思っていま

して、先ほど区長のお話の中でもありました、７年前にここ世田谷から始まったパートナ
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ーシップが今は人口カバー率55％を超えまして、本当に日本を大きく動かしているという

ことを感謝していますし、かつファミリーシップということで対象を広げて、子どもたち

も入れていただいたというところは非常にありがたいなと思っています。また、区の行政

サービスの情報提供をしていただいていて、そこに子育て施策もきちんと入れていただい

ていることは本当にすばらしいなと思います。 

 一方で、例えば福岡県ですと、同性パートナーを同性パートナーと扱っていただける医

療機関が一覧化されているんですね。非常に安心なので、医療とかにもその一覧が広がる

とありがたいなと思います。 

 もう１点、非常に重要なところで今日お願いしたいなと思っていたのが、地域の福祉に

関する計画にＬＧＢＴＱや外国人の位置づけをしていただけると非常にありがたいなと思

っております。というのも、例えばトランスジェンダーで言うと、３人に１人が鬱になり

ますし、トランスジェンダーの４人に１人は年収200万円以下ということで、生涯困窮に

おける非常にハイリスク層で、複合的マイノリティです。 

 一方で、世田谷区ではないですが、同性パートナーだという理由で生活保護を断られた

とか、障害福祉課で鬱があるＬＧＢＴＱですと言ったら、いや、うちの担当ではないと言

って返されたとか、複合的マイノリティだから困る。なので、男女共同参画のプランに入

っていることも重要なんですが、地域福祉計画に位置づいていることも非常に重要です。 

 今この発言をさせていただいているのは、まさに世田谷区の地域保健医療福祉総合計画

が改訂のタイミングだなと思っておりますし、世田谷区は日本の中でも先駆的に重層的支

援体制整備事業に取り組んでいただいております。この重層は複合的な困難に対して複合

的な支援をしていくというところですが、その複合の中には、ＬＧＢＴＱも、外国人も入

っているけれども、なかなか明記がされていないようなところがあります。 

 また、自殺対策基本方針にＬＧＢＴＱもコラムとして入れていただいていますが、自殺

総合対策大綱を改訂されて、さらにＬＧＢＴＱを強く書いていただいているので、次の改

訂のタイミングで自殺対策もさらに記載いただけるとありがたいななんて思っています。

なので、男女共同参画の計画にももちろんなんですけれども、地域福祉計画にも表裏で入

れていただけると非常にありがたいなというお願いをしたくて、マイクをいただきまし

た。 

○委員 先ほどの区長からの諮問で第二次多文化共生プランで他の関連計画との整合性と

いう話がありましたが、多文化共生においても地域福祉計画との整合性は１つの大事なポ



14 

 

イントかなと思いました。 

○委員 女性の就労のところで、先ほど非正規雇用とかシングルの女性に対する支援につ

いても触れられていたと思うんですが、もちろんシングル男性もそうですが、より一層シ

ングル女性は金銭的に厳しい、経済的に厳しい、そこに非正規が重なるとより不安定な生

活を強いられたりとかするという、かなり大変な状況にある方も多く、若いうちはまだい

いが、どんどん高齢になっていくとより深刻になったりする。その人口も結構多くなって

きつつあると思うんですけれども、どういった施策を検討されているかについてお伺いし

たいと思います。 

○人権・男女共同参画課長 今年度からそのあたりについて少しずつ取り組み始めており

まして、今年度は６月に開催しましたらぷらすフェスタの中で上野千鶴子さんに講師にな

っていただいて、６月、７月、８月の３回シリーズで、おひとりさまの女性がどのように

世田谷区の中で豊かに生きていくかという部分について、かなり参加者も多かったんです

けれども、やらせていただいております。基本的にはらぷらすで女性の悩みごと・ＤＶ相

談、シングルの方からの御相談も非常に多い比率がございます。今現在40代、50代ぐら

い、かなりシングルの女性の御相談が多くなってきていて、経済面もそうなんですけれど

も、この後、どのように生きていくのかという部分についての御相談とかも非常に多い。

メンタルサポートを必要とされていらっしゃる方も多い。そういったらぷらすでの相談を

受けている状況とかも踏まえまして、来年度以降、らぷらすでどのように支援事業をやっ

ていくのか、調整させていただいているところになっています。 

 あとは経済産業との連携というのも非常に重要かなと思っておりまして、らぷらすはら

ぷらすで世田谷区の中で女性をどのようにサポートしていくのかという部分での役割があ

り、就労という経済産業の部分での役割がありますので、そこをいかに連携しながら、効

果的にらぷらすに入ってきた方を就労に結びつけやすくなるようなサポートをしていくの

か、より自分が望むような仕事に就くことができるのかというところを連携してやってい

くというので、具体的な調整に入ろうとしているところです。 

○会長 ではここで、区長が御退出になります。ありがとうございました。 

○男女共同参画センターらぷらす館長 先日、あんしんすこやかセンターさんからお話が

ありまして、高齢独り暮らしの女性に対してあんすこさんでも不安感がある、課題である

と言われました。じゃ、男女共同参画センターらぷらすとしてどのような連携ができるの

かというお話をちょっとさせていただいたので、同じことをここで申し上げさせていただ
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きたいと思います。 

 あちらと今まで連携したことはなかったんですけれども、福祉と男女共同参画等そうい

う対象者に向けた講座を企画して、そこにいらしていただくことによって、あんしんすこ

やかセンターの相談につなげていったりとか、らぷらすとしてはそこに図書資料を持って

いって情報を得ていただくとか、２つのセンターの強みをもって、その方たちに何か提供

するものがないか、これから一緒に考えてみませんかというお話をいただきましたので、

さっきおっしゃられたように、これからは福祉との連携が必要かなと思っております。 

 以上です。ありがとうございました。 

○委員 苦情の申立てのところで考えていたんですけれども、申し立てたいわけではな

く、回答が欲しいわけでもない小さな違和感のようなものとかを持つ方も結構いらっしゃ

るのではないかと思っていまして、そういうものを声として拾えるような受皿がある、も

しくはそういったことでもいいんですよみたいな、うまく言語化できていない、名前のつ

いていない悩みがあるような方もたくさんいらっしゃると思うので、そういうものこそら

ぷらすとかで拾えるといいのかなと思いました。 

○会長 恐らく前段階みたいなつぶやき、ツイッターみたいな思っているようなことを言

ってみる場みたいなものはすごく必要ですよね。言語化することで初めて、自分が何が疑

問で、何をしたいのかが見えてきますものね。どこが自分の中で落ち着いていないことな

のか。人って、落ち着くまで行動しないですよね。それは非常に大事と思います。その辺

の苦情処理につながるような仕組みを何かお考えいただければ……。 

○人権・男女共同参画課長 男女共同参画・多文化共生の苦情処理の申立ての部分なんで

すけれども、その前段で意見と相談もやっていきますというふうに言ってはいます。区の

ほうで見てみると区民の声というのがあるんです。それは男女共同参画・多文化共生に限

らず、区の広報が窓口で持っているものなんですけれども、人権、男女に関して言うと、

多文化共生もそうなんですけれども、かなり件数は多いです。ほかの所管と比べると、区

民の方々から御意見をいただく件数は非常に多いと思います。それに対して回答したりと

か、意見だけというところもあるんですけれども、そういったところで拾える部分はあ

る。 

 おっしゃったように、らぷらすみたいなところでも、いろいろな区民からの意見とか、

相談とかを受けられ、それをいかにその後の世田谷区の取組とかに展開していけるのか。

そのあたりをしっかり考えていかないといけないのかなと考えているところです。 
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○委員 私は小さな違和感みたいな言い方がいいなと思ったんです。重ねてですけれど

も、相談とか意見のもっと手前ですね。自分の中でも何か分からないとか、自分事ではな

いけれども、聞いたとか、そういう本当に小さな違和感みたいなものがどこかふわっと集

まってくるといいかなという、相談と意見のもうちょっと手前という話でした。 

○委員 子どもの人権教育に関連して、性的マイノリティの教育は小学校低学年では難し

いというご報告をいただきました。子どもからどう教育していくかというのがこの国の希

望になると思います。私は年齢に応じた子どもの教育コンテンツを長くつくってきました

が、性教育は難しい印象があり、やったことがないので、やるとしたら、どのような組立

てでつくっていくのかということに非常に興味があります。保護者の方の座談会に参加す

ると、息子さんを持った母親は、どのように、どのタイミングで性教育を教えるのかと

か、皆さん、大変課題意識があるようです。性教育は結構家庭に任されているというのが

現状だと思うのですが、社会が教える、一緒に学べるという空間があれば、それは子ども

にとっても共通の認識ができるのでよいと思っています。ほかの海外の事例でもいいので

すが、何か取組のステップとしてお考えのことがあったら教えてください。 

○人権・男女共同参画課長 地域の方々と一緒に話合いの場みたいな、性に関して肯定的

に大切に捉えて、話し合える場とか機会みたいなものが多くあるといいよねというのが、

庁内の保健所と教育委員会と子ども・若者部とうちも参加させてもらっている検討部会の

中でも言われているところであります。うちは保健と教育と人権の三本柱で考える人権の

ところでいろいろ意見交換とかをさせていただいて、うちとして何ができるのかという部

分で考えたときに、今、中学生、高校生向けの学校出前講座、授業みたいなものをやって

はいるんです。そこを拡充していこう。 

 今年の２月ぐらいに、小学校のＰＴＡの方から性教育に関して学ぶ機会を設けられない

かということで、らぷらすから講師の方を紹介してもらって、その講師の方とらぷらすが

小学校ＰＴＡの保護者の方々に性教育をテーマに講演させていただいたんですが、その反

応が非常によかったところがあって、今後は出前授業ということで、小学校ももちろんな

んですけれども、保育園から大学までの子ども、若者に対して、あとは保護者だったりと

か教職員の方、指導者の方々にも求めがあれば積極的に出向いていって、一緒に考える

場、話し合えるような場をたくさんつくっていきたいなというところで、今、何個か、要

望がある……。 

○男女共同参画センターらぷらす館長 それが縁で、おかげさまで今年、そこに出ていた
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ほかの小学校の先生から、性教育について保護者と教職員向けにざっと話したいんですけ

れどもというお問合せをいただいています。先日、教育委員会さんから指導主事の方に向

けた研修でリプロをやらせていただいたんですね。性教育も関わってくるので、リプロの

観点から性教育についてお話しするというのも、男女共同参画としてできることかなと捉

えております。 

○会長 性犯罪予防とか、青少年の道徳的な観点とかだけではなくて、リプロダクティ

ブ・ヘルス/ライツの観点で、自分の人生を、性を含めたトータルで豊かなものにしてい

くために必要な知識ですよね。 

 もう一つ気になったんですが、海外には性教育について相当事例があるので、そういう

ものはどこに集めていらっしゃるんでしょうとなると、皆さん、研究会をされるなり、御

自身で教材をつくるときなんかも、例えばらぷらすに海外の、あるいは翻訳したものが並

んでいるとかだと……。日本はすごく遅れていますから。性教育に関してはめちゃめち

ゃ、20年のどうしようもない面の話で遅らされてしまったので。世田谷区ではどこかに資

料がないんですか。日本では性教育協会とかが集めている……。 

○委員 もちろん集めていますけれども、らぷらすでどうなっているは知らないです。 

○会長 委員が一番詳しいのではないかなと思って。 

○男女共同参画センターらぷらす館長 らぷらすでは、性教協さんの冊子もそろえており

ますし、書籍も幾つか整えております。世田谷にはアーニ出版さんがございますので、そ

ちらの書籍を一昨年度、たくさんいただきました。文庫みたいな形でそろえていますの

で、いろいろな本があります。ただ、新しいものに関してはあまり整えていないなという

のが最近の現状です。また、ここ数年、リプロダクティブ・ヘルス/ライツが言われ始め

ていますので、また新しい書籍もどんどん出てくるのではないかなと思っております。 

○会長 やっと少し性教育ができる環境が整いつつあるのではないかと思っておりますの

で、政治的環境ですけれども、少し力を入れてやっていける分野ではないかと思います。

よろしくお願いしたいと思います。 

 ちょっと時間が押していますので、先に行きますね。すみません、よろしくお願いしま

す。 

 それでは、議事の(3)世田谷区パートナーシップ宣誓制度の見直しについて御報告をお

願いいたします。 

○人権・男女共同参画課長 こちらはずっと話に上がっていたのですけれども、この審議
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会でもいろいろその見直しに当たって、どのような内容にすればいいのか、今年度に入っ

てからいろいろと御意見いただきまして、この11月に新しい制度ということで運用を始め

ましたので、その部分について事務局から御説明をさせていただきます。 

○事務局 では、事務局から資料３から５に基づいて、世田谷区パートナーシップ宣誓制

度の見直しについて報告してまいります。 

 世田谷区パートナーシップ宣誓制度の見直しに当たりましては、審議会及び部会におい

て御意見を頂戴して、検討を重ねてきたところです。このたび、令和４年11月１日に改正

を行いましたので報告いたします。 

 まず、皆様のお手元にあるポストカードサイズの啓発物を御覧いただきたいと思いま

す。これは、制度の改正に伴って、区民向けに作成したカードになります。裏面に主な変

更点としてまとめています。大きくは３点あります。 

 １点目は、ファミリーシップ宣誓の新設、パートナーのお二人の子どもや親と一緒に宣

誓ができます。 

 対象者の拡大、同性パートナーから双方または一方がＬＧＢＴＱであるパートナーへ拡

大しました。 

 ３点目は通称名の使用、希望する方には通称名も印字した宣誓書受領証を交付いたしま

す。 

 この変更に伴いまして、宣誓書を受領したあかしとして発行する宣誓書受領証の様式も

変更いたしました。資料が飛んで恐縮なんですが、ホチキス留めの資料３をめくっていた

だいて、２/３ページを御覧いただきたいと思います。新様式においては、パートナーシ

ップにある方の住所、転入予定の方は転入後の住所も記載します。また、通称、生年月日

を追加しました。また、ファミリーシップ宣誓をされた場合については、ファミリーシッ

プにある方のお名前、通称、生年月日も記載されます。 

 ３/３ページには小型の宣誓書受領証（新）の様式が記載されています。小型につきま

しても、住所、パートナーシップにある宣誓書の戸籍等の氏名、ファミリーシップにある

子、親の氏名が記載されます。また、宣誓の正確性の向上のために、再交付ですとか、氏

名、通称の変更、転入転居、新たにファミリーシップの宣誓に加わるときなど、宣誓事項

が変更になったときには宣誓者の皆さんに書類提出をお願いすることとしています。 

 今回、この制度が変わるに当たりまして、広報、周知を行っています。資料３の一番最

初のページに戻っていただくんですが、区のホームページですとか「区のおしらせ せた



19 

 

がや」、ＳＮＳでの周知を行っています。また、必要な手続や様式の詳細を資料４として

まとめて、パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓ご利用ガイドを作成いたしまして、

区ホームページにも記載しています。また、行政情報等の発信ができるように宣誓者宛て

に新たにメールマガジンの配信も行っております。 

 次に「東京都パートナーシップ宣誓制度」との連携についてです。東京都でも令和４年

11月１日から東京都パートナーシップ宣誓制度が開始されました。それに伴って10月31日

で東京都と協定締結の意思決定を行いまして、東京都のホームページにもその旨公表され

ています。また、11月１日付でこの協定に基づく運用が開始されておりまして、この協定

が締結されていることにより、世田谷区の行政サービスについて東京都制度による受理証

明書が、また、東京都の行政サービスについては世田谷区の宣誓書受領証が相互に活用で

きることとなっています。今後も世田谷区で利用できる行政サービスについては、庁内で

調査を行うとともに、東京都とも情報を把握・共有できるように連携を密にしていきたい

と考えております。 

 事務局からの説明は以上です。 

○会長 この件について、何か御意見、御質問等ありましたらお願いします。 

 何回か議論してきたことでございますが、このようにもう既に新しい制度になったとい

うことでございます。 

○委員 全く質問ではなく、本当にありがとうございますという感謝の気持ちを伝えたい

なと思いました。ファミリーシップで子ども、親に拡大していただいたこともそうです

し、通称名を利用していいようになったことも本当に先駆的で、すばらしいなと思ってお

ります。また、東京都との連携もしていただいたことによって、何重にも申請しなくてい

いというところで、アウティングを防げたりですとか、心理的負担を防げるというところ

も非常に重要だなと感じています。何よりも見直しですとか、つくっていく中で、世田谷

区の皆様、地域の同性パートナーの皆様に本当に丁寧にヒアリングをいただいている。そ

ういった声を拾っていただいて、共につくっているという姿勢がどの地域よりもという言

い方はあれなんですけれども、すばらしい取組だなと思っていて、そういった丁寧な取組

をしていただいていることに日々感謝しています。ありがとうございます。 

○会長 ほかに御意見、御質問等ございますでしょうか。 

 よろしければ、次の報告事項に移らせていただきます。報告事項(4)世田谷区立男女共

同参画センター運営業務委託事業者募集について、事務局から御説明、御報告をお願いい
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たします。 

○人権・男女共同参画課長 こちらもプロポーザルはもう始まっておりまして、まさに今

現在選定している最中ということもございまして、具体的な内容とかは申し上げられない

んですけれども、プロポーザル開始に当たりまして、審議会の皆様からたくさんの有益な

御意見をいただいていたというところで、決まりましたらば、今後また改めて御報告させ

ていただきたいんですが、今の状況について簡単に事務局から御説明させていただきま

す。 

○事務局 では、資料６に基づき御報告いたします。資料としては、世田谷区立男女共同

参画センターらぷらす運営委託プロポーザル実施要領を皆様のお手元に配付しておりま

す。 

 １ページ目の３.履行期間にありますように、令和５年度から令和８年度の期間を想定

したものになっています。 

 めくっていただいて、２ページ目、９.選定日程に基づいて選考を進めているところで

す。既に事業者の募集は締め切っておりまして、提案書の提出を受け、ただいま審査期間

中となっております。この後、ヒアリングを経て選定結果が通知される予定です。契約の

締結は令和５年４月１日からを予定しております。 

 ５ページ目に進んでいただいて、16.提案書を特定するための評価基準及び審査方法と

あります。こちらにあるような「評価基準」によって、審査委員会が提案書、積算書、事

業者ヒアリングを総合的に評価して、本件の契約締結の相手方となるべき候補者を選定し

てまいります。選定結果につきましては議会への報告も予定しておりまして、最終的に公

表される予定です。また、本審議会、男女共同参画部会でもたくさん御報告、審議をいた

だいておりますので、審議会の中でも最終的な結果については報告したいと考えていま

す。 

 簡単ですが、事務局からの説明は以上です。 

○会長 この点につきまして、御質問とか御意見ございましたらお願いいたします。 

 これも何回か議論させていただいた議題でございますけれども、募集していて、今、審

査中、評価中でございまして、結果はまだ出ていないところでございます。このような形

で募集して、業者の方が応募されて、今その出された応募書に基づいて評価中であると。 

 よろしければ、次の議事に移らせていただきます。 

 それでは、本日の報告事項の最後になります。議事(5)犯罪被害者等支援検討委員会の
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設置について御報告をお願いいたします。 

○人権・男女共同参画課長 こちらについては、直接的に男女共同参画と多文化共生のど

真ん中の議題というわけではないんですが、非常に人権に根差した部分で、ジェンダーの

話だったりとか、多文化共生の部分に密接に関係する部分がありまして、犯罪被害者支援

の対応については、新たなことをやるときには常に御報告させていただいているところで

ございます。今回また新たに動き出しが始まりましたので、その部分について事務局から

御説明させていただきます。 

○事務局 では、資料７に基づいて報告をいたします。 

 世田谷区における犯罪被害者等への支援につきましては、令和元年度に検討委員会を設

置しました。その検討の結果、犯罪被害者等へより身近である区は、支援を求めている方

に寄り添う支援が重要であり、相談窓口という具体的な支援を先行させることとしまし

て、昨年６月に相談窓口を新たに開設いたしました。犯罪被害者等支援をより充実させる

ため、条例制定を前提に検討委員会を再開しましたので、このたび報告させていただきま

す。 

 ２、スケジュール（予定）を御覧いただきまして、スケジュールについては記載のとお

り、令和４年８月に第１回犯罪被害者等支援検討委員会を実施しました。12月15日には第

２回犯罪被害者等支援検討委員会を実施する予定があります。令和５年以降は犯罪被害等

支援の事例に基づく検討を開始する予定です。 

 ３、検討体制につきましては、庁内各所管の専門知識と経験を生かし、相談内容に応じ

て迅速に対応に当たることができるよう、関係所管で「（仮称）事例検討会」も立ち上げ

て検討を進めます。また「世田谷区男女共同参画・多文化共生審議会」へも随時報告をし

たいと考えています。 

 ４、検討委員会名簿については別表、裏面にあるとおりのメンバーで検討会を進めてい

くことになります。 

 事務局からの報告は以上となります。 

○会長 何か御意見、御質問等ありましたらお願いいたします。 

 これまでも犯罪被害者等支援検討委員会に関連する委員会についての御報告はいつもい

ただいておりますね。今度は検討委員会を設置するということで御報告をいただきまし

た。 

 特によろしいでしょうか。検討結果というのは、またこちらに御報告いただけるという
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ことですね。どのような形で御検討していただいて、どんなことをお決めになったかとい

うことがありましたら、また御報告いただくことになります。 

 それでは、議事の２は終わらせていただくことにいたします。 

 したがって、次第の３、その他に移ります。本日の内容に関して、あるいはその他のこ

とでも結構ですけれども、御意見ありましたらお願いいたします。 

 まず、本日のこと、全体を通じていかがでしょうか。特に御質問、御意見等ございませ

んか。 

○委員 冒頭に区長から第二次多文化共生プランの諮問をいただき、来年の11月に区長答

申というスケジュールになっています。具体的な検討は多文化共生推進部会で行うので、

それはそれでいいとは思うんですが、どこかのタイミングで男女共同参画の委員の皆さん

へのフィードバックというか、コメントもいただきたいなと思っております。 

○会長 先ほど私も見たんですが、部会と審議会で検討するという形で出されております

が、具体的には審議会をこの時点で開くとか、部会と審議会の関係で何回ぐらい開くとか

ありましたら教えていただけると、先生も御安心ですね。 

○委員 これだとよく分からないですね。 

○会長 一緒にまとめてという感じなので。 

○文化・国際課長 それでは、私から、またこの後の多文化の中でも御説明させていただ

くんですが、予定といたしましては、来年、令和５年６月に審議会がございますので、そ

の中で多文化共生プランの素案の検討状況について報告をさせていただきます。また、そ

の中で報告はさせていただくんですが、以前、男女共同参画プランを策定した際も、多文

化共生からの意見を上げさせていただいておりますので、同じように男女共同のほうから

も御意見をいただきたいと考えております。 

○会長 そういうことだそうでございますので、皆様、よろしくお願いいたします。 

○委員 本日もう既に話題に上がった質問もあった点なんですけれども、性的マイノリテ

ィ等多様な性というところにある子どもたちに対する教育、情報をというところなんです

けれども、こちらもすぐに御回答を求めるのではなく、１つの参考材料として御検討いた

だければと思いますが、性的マイノリティ、性の多様性というのは人権である、ライツで

ある一方、同時に宗教的なビリーフとかというのも１つの人権であるところなんですけれ

ども、日本全体として様々な宗教を持つ外国人の方々が増えていますけれども、その子ど

もたちが学校に通って、それぞれの宗教を持つわけです。そうしましたら、例えば、特に
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ＬＧＢＴＱに関する最新の理解、在り方というのは必ずしもそれぞれの宗教のビリーフと

一致しないところもありますので、その場合の配慮だったりとか、バランスだったりと

か、お取りになられるのでしょうか。少なくとも情報として、１つの課題として持ってい

ただければと思います。 

 よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

○会長 小さいときから、性的マイノリティを含めた性に関連する様々な教育ということ

が、宗教的な様々な信念をお持ちの方、外国籍の方が今増えている、学校にはそういう子

どもさんたちもいらっしゃるということを踏まえて、その上でその方たちに対する配慮を

含めてどのようにするかということを御検討かということですね。検討していただければ

という要望でもあると。いかがでしょうか。 

○人権・男女共同参画課長 この部分については教育委員会で人権教育推進委員会があり

まして、専門家の方も参加していただいている。ＬＧＢＴＱを研究されていらっしゃる方

も参加していただいている会なんですけれども、やはり学校の校長先生、養護教諭のお話

を伺うに、やっぱり一人一人を見ていて、具体的にこういう事例があって、それに対して

どのように向き合っていくべきかということについてはすごく真剣に考えていらっしゃる

なと思うんです。大きい取組としてこのようにやっていきましょう、教育のプログラムと

してこういうものがありますよねというようなものも検討はしているんですけれども、具

体の個別の部分について、人権教育の観点からどのように取り組んでいくべきなのか。結

構学校を挙げて先生の間で話し合われているところは非常に感じます。そこについて、一

応教育委員会でも、年間でどのような相談があったのかとか、そのような話も取りまとめ

ておりますので、具体的に個別の宗教の問題に対してどのように取り組むのがいいかとい

うようなものに関しては、恐らく教育委員会も１つの方向性としてまだ出せていないので

はないかなと思うんですが、そういったものを含めて、きちんと人権部門のほうも入らせ

ていただいた中で検討を進めていきたいなと考えています。 

○委員 ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

○委員 ちなみに、人権教育推進委員会には外国人の委員の方、あるいは多文化共生分野

の委員の方はいらっしゃいますか。 

○人権・男女共同参画課長 恐らくいらっしゃらないのかなと思います。学校の先生と教

育委員会以外で参加させていただいているのは、大学の教授の方お一人と私の２名なの

で、恐らく多文化共生の御専門の方とか当事者の方というのは参加されていらっしゃらな
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いのではないかなとは思います。 

 ただ、学校教育の現場ではいろいろな国籍をお持ちの児童生徒さんというのはたくさん

いらっしゃると思うので、具体的な検討とか取組というのはなされているのではないかな

とは思います。 

○委員 今の点に関連して、先ほどお聞きすればよかったんですけれども、性的マイノリ

ティ等多様な性のところでも現行リーフレットとあるんですが、どのような部署で作成し

ているのでしょうか。難しさと先ほどおっしゃったんですけれども、内容が難しいのか、

方法が難しいのかがちょっと気になりまして。福祉の分野と教育の分野と男女共同の分野

が協働してつくられているものだったら使い方が広がる展開もできるのかなと思いまし

て、お尋ねできればと思います。私もまだこれを見たことがなかったので、ぜひ拝見した

いなという気持ちもあり、お尋ねした次第です。教えていただければ幸いです。 

○事務局 今日皆様にお持ちすればよかったなと反省しているところなんですけれども、

私どもの人権・男女共同参画課で作っているリーフレットになります。「性の多様性を知

ろう」というタイトルになっておりまして、性の在り方はいろいろありますということ

で、いわゆる体の性だったり、性自認の部分だったり、表現したい性とか、性の在り方と

いうのはいろいろあるんですよということをお伝えしているものでして、先ほどお伝えし

たパートナーシップ宣誓というのもやっていますとか、カミングアウトしていないだけ

で、実は身近なところにそういう……。 

○事務局 そこにあったものを持ってきたので、ちょっと足りなくて……。 

○委員 ２人で１つぐらいですね。 

○事務局 お隣同士で御覧いただければと思います。準備が不足しておりました。 

○委員 これはホームページにも載っていますよね。 

○事務局 区のホームページにも掲載しているところになります。男、女だけではなく

て、いろいろな性の在り方がありますよというところと、そもそも性的マイノリティって

なに？という言葉の説明だったりとか、当事者の方は日常こんなところで困っていますよ

といったところをまとめた資料になっています。一番最後に、条例や、相談窓口がありま

すというようなつくりになっております。 

 御覧になっていただくと分かるかと思うんですが、さすがにこの内容というか、表現の

仕方だと、小学校、特に低学年の子が見たとしても、そもそも漢字が多過ぎて読めないと

いう問題もあるんですけれども、内容が大人向けというか、少なくとも中学校３年生と
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か、高校生とか、もちろん文字も読めて、概念、感覚としてもある程度理解がいるという

ところがあります。実際のこのリーフレットを作るまでは、そもそも性の多様性を知ろう

という、こういう内容をまとめたリーフレットそのものも全くなかったので、そういう意

味においては、総合的に性の多様性という理解を深める、啓発をするという資料を作る必

要はあったのではないかなと思っているところです。 

 ただ、幼い頃からの人権教育とか性の多様性というものの理解をさらに深めてもらう、

知ってもらうという意味においては、もうちょっと年齢に応じた分かりやすい表現とかは

必要になるよねというところがありまして、そこは今、課の中でもどのようにやっていく

のが分かりやすくなったり、手に取りやすくなるんだろうというところは検討していると

ころになります。 

○会長 全体を通したところで、ほかはいかがでしょうか。 

 よろしければ、それでは最後に、情報提供というのがございましたら、どなたでもいか

がですか。 

 なければ、３、その他が終わりますので、ありがとうございました。 

 それでは、事務局にお返しします。 

○人権・男女共同参画課長 皆さん、本当にありがとうございました。追加の御意見等ご

ざいましたら、意見・質問票の提出もしくはメールでお願いできればと思います。 

 本日は、この後、ダブルヘッダーみたいな形で第２回多文化共生推進部会を開催いたし

ます。多文化共生推進部会の委員の方は引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 次回は、年明け令和５年２月上旬に第３回男女共同参画推進部会を開催する予定です。

日程が決まり次第、改めて御連絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、第２回審議会を閉会させていただきます。本日はどうもありがとうございま

した。 

午後５時31分閉会 


